
売上伝票管理説明書 

メニュー画面は特に用意せず、入力フォーム内に、各々実行ボタンを表示してメニューを兼ねています。 

★フォームはシート画面上部に表示。下部はデータ領域で画面構成されています。 

★伝票本体と明細は互いにリンクされる方式となっています。 

★対象データ数は、最大 1000 件程度と考えています。 

 

【１】画面構成 

 

＜売上伝票画面＞       ＜伝票明細画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜売上伝票用ボタン＞ 

伝票転記 売上伝票フォームの項目に入力された伝票の内容をセルに転記します。 

伝票削除 表示している伝票と明細の内容をすべて削除します。 

顧客編集 顧客先の一覧表に新規の登録や修正を行って、一覧表に転記（登録）します。 

並べ替え 伝票番号順と顧客先順で並べ替えを選びます。 

印刷処理 伝票の一覧と請求書を出力します。 

＜伝票明細用ボタン＞ 

商品の入力は、「転記」横の商品コードと数量を入力⇒「転記」ボタン⇒リストボックスに転記。 

リストの修正は、リストボックスをクリック⇒転記ボックスで修正⇒「転記」ボタン 

転記（明細） 伝票明細の項目に入力された内容をセルに転記します。 

削除 伝票明細の商品を個別に削除します。 

商品編集 商品の一覧表に新規の登録や修正を行って、一覧表に転記（登録）します。 



★日付の入力には、西暦以外に、昭和(S)、平成(H)、令和(R)など和暦入力もできます 

★フォーム表示中でも、下表のセルは、自由に移動できるようになっています。 

★フォームの表示内容がおかしい場合は、カーソル移動キーを左右に移動すると正常に表示されます。 

★フォームの各項目の入力は、基本的に TAB や Enter で次の項目にカーソルが移動するようにしています。 

★フォーム閉じる（終了）場合は、右上の X 印を使用してください。 

★2 つの「転記」ボタンは、フォームに入力した内容をセルに転記することで有効になります。 

 

【２】顧客情報管理 

顧客先の情報を管理します。伝票入力中にも顧客先を登録できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★顧客コードの入力は、Enter を押すことで関連の項目が表示されます。 

★顧客先は、コード、名称、住所など以外に 顧客先の担当者と顧客先別の割引ランクが必要です。 

★担当者マスタ、割引ランクについては、編集機能は特に用意していませんので、自分で追加や削除などを行っ

てください。 

 

【３】商品情報管理 

商品の情報を管理します。伝票入力中にも商品の登録ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

★商品は、仕入価格と標準価格の設定だけです。販売価格は、各顧客ごとの割引ランクから算出されます。 

（商品は、顧客先ごとに商品の割引率によって販売価格が設定される方式になっています） 



★商品コードの設定は、Enter を押すことで関連の項目が表示されます。 

★例では、商品コードは分類ごとに振り分けてコードを作成しています。自分用に作成してみてください。 

 

【４】印刷処理 

＜請求書＞      ＜伝票一覧表＞ 

       ★伝票の出力には「粗利」が表示されます。 

 利益などの参考に！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜印刷用の選択リスト＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜追記＞ 

★システムは、利用者の設計を自由にしやすいように最小限の機能で作成していますので、簡単な編集機能など

は省略しています。自分の環境にあった必要な機能は追加しやすいと思っています。 

★なお、カスタマイズにあたっては、行の削除は OK ですが、項目名の変更や列の削除などはトラブルの原因に

なりますので注意してください。 

 

＜拡張機能の例＞ 

★「商品コード」は、少し工夫すると、入力の簡略化にバーコードリーダーを使った入力もできると思います。 

★」売上計上日」のデータを使えば、毎月の販売集計や商品の集計管理なども可能と思います。 

自分用に変更してください 


